
　令和6年12月2日より保険証や限度額適用・標準負担額減額認定証（以下、「減額認定証」という。）

並びに限度額適用認定証（この3証を以下、「保険証等」という。）が廃止されます。

　廃止前後で対応が異なりますので、詳細は下記をご確認ください。

※令和6年12月1日時点でお手元にある保険証等については有効期限（令和7年7月31日）までお使い

いただけます。

　但し、令和６年12月2日以降は、保険証の新規発行又は紛失に伴う再発行は行えなくなりますのでご

留意ください。

【令和6年12月1日までの対応】

　●75歳になる方や障がい認定で加入される方は保険証が交付されます。

　●保険証等を紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、役場窓口へお申し出ください。

【令和6年12月2日からの対応】

　●令和6年12月2日時点でお手元に保険証がない方には、保険証等は交付されません。

　　下記、①又は②の対応となります。

　　①既にマイナンバーカードの保険証利用登録を行っている方の場合、マイナンバーカードを提	示す

ることで医療機関の受診が可能です。

　　②マイナンバーカードの保険証利用登録を行っていない、又はマイナンバーカード自体お持ち	でな

い方には、申請いただかなくても「資格確認書」を交付しますので、引き続き医療機関の受診が

可能です。

　●限度額適用認定証と減額認定証の廃止に伴う変更点については次のページをご覧ください。

■ 令和6年12月2日より保険証等が廃止されます

マイナポータルアプリの

ダウンロードはこちらの

ＱＲコードから可能です

　①マイナンバーカードの発行を申請し、マイナンバーカードを取得する。

　　→PCやスマホからの申請、また、役場の窓口で申請ができます。

　②マイナンバーカードを保険証として利用する登録を行う。（※）

　　→医療機関・薬局の受付（カードリーダー）やセブン銀行ATM、マイナポータルから登録可能です。

　（※）利用登録を行っているかどうかの確認はマイナポータルから確認できます。

★マイナンバーカードを保険証として利用するためには、以下2つの事前準備が
　必要です！

後期高齢者医療制度のお知らせ
～  保険証の廃止について  ～

保険証利用登録をしたマイナンバーカード（以下、「マイナ保険証」という。）を医療機関で利用

すると・・・

・マイナ保険証のみで高額療養費制度や特定疾病の適用が受けられます。

・過去のお薬情報や健康診断の結果等を提供できるため、より適切な医療を受けられます。

・お引っ越し等で負担割合に変更が発生しても、保険証や資格確認書のように差し替えの必要が

なく、ほぼタイムラグなく最新の資格情報で医療機関を受診できます。

マイナンバーカードを保険証としてご利用ください！
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■ 限度額適用認定証と減額認定証の廃止に伴う変更点について

　令和６年12月2日以降は、保険証が廃止になりますので、原則マイナ保険証で医療機関を受診

することになります。

　但し、マイナンバーカードを保険証利用するための登録をしていない方やマイナンバーカード自

体をお持ちでない方には、お手元にある保険証が使えなくなる前に、申請いただくことなく「資格

確認書」を交付させていただきます。

　この「資格確認書」で引き続き、医療を受けることができます。

　（マイナ保険証を紛失等した場合にも、申請により「資格確認書」を交付いたします）

＜資格確認書とは＞

お問い合わせ先

　鶴居村役場住民生活課保険年金係
　　【住所】〒085－1203

 　　鶴居村鶴居西1丁目1番地

　　【電話】0154-64-2113（直通）

　

北海道後期高齢者医療広域連合 
　【住所】〒060－0062

　 札幌市中央区南2条西14丁目 国保会館6階

　【電話】011－290－5601

　厚生労働大臣が定める特定疾病（人工腎臓を実施する慢性腎不全など）の方に交付される「特定疾病

療養受療証」については、令和6年12月2日以降も継続して交付します。

■ 特定疾病療養受療証について

　保険証廃止と合わせて、限度額適用認定証と減額認定証も廃止になります。

　これに伴う変更は以下の通りです。

　①令和６年12月2日以降、新しい限度額適用認定証と減額認定証は発行されなくなります。

　　※ 令和6年12月1日時点でお手元にある証については有効期限（令和７年７月31日）までは利用可能です。

　②マイナ保険証をお持ちの方は、ご自身の負担区分（現役Ⅰ～Ⅲ・一般Ⅰ又はⅡ・区分Ⅰ又はⅡ）は

マイナポータルにて確認してください。

　③「資格確認書」をお持ちの方は、役場窓口に申請すると任意で「資格確認書」に負担区分の併記が

可能です。
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